
平成２２年（２０１０年）２月１６日発行�５�　　（２２３号） 議 会 だ よ り

漢
人
明
子
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

虚
日
本
の
貧
困
率
は　

・
７
％
、

１５

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ　

か
国
中
ワ
ー
ス
ト
２

３０

位
と
発
表
さ
れ
た
。
貧
困
を
社
会

の
問
題
と
し
て
再
発
見
す
る
こ
と

は
重
要
。
生
活
保
護
は
対
象
者
の

内
８
割
、
市
内
で
は
４
千
人
が
受

け
て
い
な
い
。
最
低
限
度
の
生
活

保
障
制
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
誤
っ
た
認
識
に
よ
り
申
請
し
に

く
い
実
態
が
あ
る
。
契
誤
解
を
解

き
捕
捉
率
を
上
げ
な
い
か
。
形
制

度
周
知
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
多
重
債
務

や
自
殺
防
止
の
た
め
に
も
周
知
や

啓
発
に
努
め
る
。
形
研
究
す
る
。

　

許
貧
困
率　

・
３
％
の
ひ
と
り

５４

親
家
庭
支
援
の
た
め
に
契
制
度
広

報
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
。
形

ひ
と
り
親
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
の
委
託
を
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
作
る
。

　

市
長　

形
検
討
す
る
。

　

距
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
改
善

の
た
め
、
早
急
な
実
施
に
向
け
て

協
議
の
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
。

　

総
務
部
長　

職
員
団
体
と
協
議

会
を
設
置
し
た
。
可
能
な
も
の
は

順
次
導
入
し
て
い
く
。

　

市
長　

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
小
金
井
の
制
度
に
対
し
て
言
う

の
は
非
常
に
違
和
感
が
あ
る
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
葬
祭
費
に

つ
い
て
質
問
し
、
火
葬
の
み
で
も

対
象
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

虚　

時
間
待
っ
た
な
し
の
在
宅

２４

介
護
の
現
場
で
は
、
介
護
し
て
い

る
家
族
が
、
様
々
な
問
題
と
直
面

し
て
い
る
。
孤
立
化
を
防
ぎ
、
介

護
施
策
の
拡
充
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。
契

相
談
窓
口
の
拡
充
。
形
介
護
予
防

の
取
組
と
し
て
『
小
金
井
さ
く
ら

体
操
』
の
実
施
を
拡
充
す
べ
き
。

径
高
齢
者
虐
待
の
防
止
。
恵
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
全
職
員

に
広
げ
な
い
か
。
慶
介
護
者
家
族

の
支
援
と
し
て
家
族
会
を
立
ち
上

げ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
相
談
件
数

は
、
非
常
に
増
え
て
い
る
。
介
護

福
祉
課
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
の
相
談
窓
口
を
幅
広
く
行
っ

て
い
る
こ
と
の
周
知
に
努
め
た
い
。

東
京
都
で　

日
夜
間
休
日
も
『
高

３６５

齢
者
安
心
電
話
』
事
業
が
あ
る
た

め
、
市
報
で
広
報
を
と
思
っ
て
い

る
。
形
４
つ
の
会
場
で
約　

名
の

１００

参
加
で
体
操
教
室
を
行
っ
て
い
る
。

効
果
が
上
が
っ
た
と
の
声
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
会
場
の
確
保
に
努

め
、
更
に
発
展
さ
せ
て
い
く
。
径

継
続
的
な
相
談
や
家
族
へ
の
介
護

支
援
で
虐
待
の
防
止
に
努
め
た
い
。

恵
前
向
き
に
検
討
す
る
。
慶
い
つ

で
も
相
談
で
き
る
仲
間
が
い
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
観
点
を
取
り
入
れ
た
い
。

■
『
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
』
の
周
知
。

貧
困
貧
困
率率　

・
７
・
７
％％

１５１５

生
活
保
護
の
捕
捉
率
ア
ッ
プ

生
活
保
護
の
捕
捉
率
ア
ッ
プ
をを

介
護
施
策

介
護
施
策
のの

拡
充
の
た
め

拡
充
の
た
め
にに

片
山　

薫
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

虚
小
金
井
の
学
童
保
育
所
は
、

他
市
か
ら
も
参
考
に
さ
れ
る
よ
う

な
質
の
高
い
保
育
を
実
践
し
て
き

た
。
社
会
状
況
が
変
化
し
働
く
親

が
増
え
学
童
の
需
要
が
高
ま
る
中
、

経
費
節
減
の
た
め
の
民
間
委
託
を

性
急
に
進
め
る
の
で
は
な
く
、
運

営
基
準
に
沿
っ
た
大
規
模
化
へ
の

対
応
、
子
ど
も
に
も
親
に
と
っ
て

も
ホ
ッ
と
で
き
る
居
場
所
に
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
契
民

間
委
託
の
検
討
状
況
は
。
形
大
規

模
化
し
て
い
る
、
さ
く
ら
な
み
学

童
へ
の
対
応
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契　

年
度

２２

中
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
運
営

協
議
会
で
相
談
し
て
い
く
。
形
学

校
や
外
の
施
設
を
使
え
な
い
か
検

討
中
。

　

許
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

条
例
」
を
子
ど
も
自
身
と
お
と
な

に
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど

も
や
市
民
に
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に

広
報
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
契
市
民
参
加
で

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
な
い
か
。

形
今
後
の
広
報
計
画
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
庁
内
検

討
部
会
で
、
も
み
な
が
ら
現
在
作

成
中
。
市
民
参
加
も
必
要
が
あ
れ

ば
。
形
学
校
や
各
施
設
に
配
付
す

る
。
５
月
の
子
ど
も
週
間
で
周
知

を
図
る
。

田
頭
祐
子
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
犠
牲
者
は

女
性
の
方
が
千
人
も
多
か
っ
た
。

老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
に
住
む
高

齢
女
性
が
最
も
多
く
犠
牲
と
な
っ

た
。
ま
た
被
災
後
は
女
性
や
子
ど

も
へ
の
性
虐
待
を
含
む
Ｄ
Ｖ
被
害

も
多
発
し
た
。
災
害
問
題
は
女
性

問
題
で
あ
り
格
差
問
題
で
あ
る
。

契
防
災
計
画
策
定
に
は
人
権
尊
重

の
視
点
を
持
つ
女
性
を
多
く
登
用

せ
よ
。
形
避
難
所
の
設
営
・
運
営

に
女
性
リ
ー
ダ
ー
も
置
か
な
い
か
。

径
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

は
。
恵
災
害
時
に
は
女
性
や
子
ど

も
へ
の
暴
力
が
増
加
す
る
事
へ
の

認
識
と
相
談
体
制
の
確
立
は
。

　

総
務
部
長　

契
防
災
関
係
の
会

議
に
今
後
は
女
性
委
員
を
選
び
た

い
。
関
係
機
関
と
連
携
し
ニ
ー
ズ

に
添
っ
た
も
の
を
作
成
し
た
い
。

形
男
女
共
同
参
画
、
災
害
時
要
援

護
者
へ
の
配
慮
を
踏
ま
え
対
応
し

た
い
。
径
公
立
保
育
園
や
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
備
え
た
二
次
避
難
所
に
な
る
。

今
後
は
社
会
福
祉
施
設
の
指
定
を

拡
充
し
た
い
。
恵
過
去
の
教
訓
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。
各
施
設
の

性
質
に
合
わ
せ
対
応
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
給
水
拠
点
で
あ
る
浄

水
所
の
緊
急
対
応
、
防
災
公
園
で

の
雨
水
利
用
の
井
戸
や
路
地
尊
の

設
置
、
又
、
公
共
施
設
で
の
石
け

ん
使
用
の
徹
底
を
訴
え
た
。

学
童
保
育
所

学
童
保
育
所
はは

子
ど
も
の
大
切
な
居
場

子
ど
も
の
大
切
な
居
場
所所

防
災
対
策
に
女
性
・
子

防
災
対
策
に
女
性
・
子
どど

も
・
災
害
弱
者
の
視
点

も
・
災
害
弱
者
の
視
点
をを

形
リ
ー
ス
で
１
台
設
置
す
る
の
に
、

い
く
ら
か
か
る
の
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長　

契

設
置
基
準
は
設
け
て
い
な
い
。
形

平
成　

年
度
決
算
で
み
る
と
、
上

２０

之
原
会
館
の
設
置
分
で
約　

万
５

１７

千
円
程
度
。
そ
れ
に
対
し
て
、
コ

ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
収
入
が
７
万
６
千

円
程
度
。
マ
ロ
ン
ホ
ー
ル
で
は
支

出
が
約　

万
円
、
収
入
は
７
万
８

１４

千
円
程
度
。
西
之
台
会
館
は
、
設

置
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
や
費
用
対
効

果
の
問
題
な
ど
総
合
的
に
判
断
し

て
、
設
置
を
見
送
っ
て
い
る
。

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
契
野
川
・
七
軒
家
循
環
を
１

時
間
３
本
に
増
車
を
。
形
貫
井
前

原
循
環
を
朝
７
時
台
か
ら
運
行
さ

せ
る
た
め
の
工
夫
を
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
地
域
交
通

会
議
で
協
議
に
入
っ
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
改
善
が
と
れ
る
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
も
う
少
々
お
時

間
を
頂
き
た
い
。
形
前
原
小
学
校

付
近
を
除
け
ば
比
較
的
道
路
幅
も

あ
り
、
早
朝
運
転
も
可
能
な
コ
ー

ス
の
設
定
も
で
き
る
の
で
は
な
い

の
か
な
と
い
う
こ
と
で
、
部
局
の

方
が
考
え
て
い
る
。
時
間
を
頂
く

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

市
長　

契
も
う
ち
ょ
っ
と
様
子

を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

許
西
之
台
会
館
に
コ
ピ
ー
機
の

設
置
を
。
契
設
置
基
準
は
何
か
。

こ
こ
で
明
確
に
答
弁
で
き
る
段
階

で
な
い
。
で
き
る
だ
け
早
く
決
定

し
た
い
。
形
建
設
場
所
が
決
定
し

て
か
ら
国
分
寺
市
と
同
等
の
立
場

で
設
置
す
る
。

　

許
全
国
自
治
体
で
、
市
民
参
加

の
ミ
ニ
公
募
債
の
発
行
が
な
さ
れ

て
い
る
。
小
金
井
市
に
お
い
て
も

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
緑
の
保

護
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

緑
を
守
る
た
め
に
は
行

政
だ
け
で
は
難
し
い
。
市
民
の
力

を
借
り
る
た
め
に
、
議
員
の
提
案

は
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

虚
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
場
所

の
候
補
地
は
、
市
民
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
市
長
が
「
可
能
性
が

あ
る
か
ら
諮
問
し
た
」「
行
政
の
責

任
で
行
う
」と
の
発
言
に
よ
り「
二

枚
橋
焼
却
場
跡
地
」
に
決
定
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
２
０
０
９
年
２

月
ま
で
に
建
設
場
所
と
し
て
正
式

に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
混

乱
を
極
め
て
い
る
。
契
二
枚
橋
衛

生
組
合
の
解
散
が　

月
の
時
点
で

１２

足
並
み
が
揃
っ
て
い
な
い
。
い
つ

ま
で
に
建
設
場
所
を
決
め
れ
ば
来

年
４
月
以
降
の
ご
み
処
理
を
他
市

に
お
願
い
で
き
る
の
か
。
形
処
理

方
式
を
決
定
す
る
市
民
検
討
委
員

会
と
専
門
家
委
員
会
は
ど
の
よ
う

な
形
態
で
い
つ
設
置
す
る
の
か
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

契

貫
井
南
、
前
原
地
域

貫
井
南
、
前
原
地
域
のの

コ
コ
バ
ス
運
行
の
改
善

コ
コ
バ
ス
運
行
の
改
善
をを

害
時
の
帰
宅
困
難
者
や
要
援
護
者

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
早
急
に
作
成
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
形
災
害
時
に

機
敏
に
対
応
す
る
た
め
、
図
上
訓

練
の
実
施
を
行
わ
な
い
か
。
径
本

庁
舎
が
防
災
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ

け
で
あ
る
が
、
不
十
分
で
あ
る
。

早
急
に
対
応
を
考
え
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

契
関
係
機
関
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
も
早
急
に
検
討
し
た
い
。
形

図
上
訓
練
は
消
防
署
と
連
携
し
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
た
い
。

径
小
金
井
市
の
実
態
に
合
っ
た
も

の
を
要
求
し
た
い
。

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
税
収
が
落
ち
込
む
中
で
の
来

年
度
予
算
編
成
の
最
中
で
あ
る
が
、

契
長
期
計
画
や
財
政
計
画
に
な
い

都
市
計
画
道
路
の
拡
幅
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
連
雀
通
り

の
拡
幅
工
事
は
２
億
７
千
万
円
の

負
担
、
東
小
金
井
駅
北
口
３
・
４
・

８
号
線
は　

億
円
の
事
業
で
あ
る
。

２６

ど
の
よ
う
に
財
源
を
捻
出
す
る
の

か
。
形
住
民
が
納
得
し
て
い
な
い

連
雀
通
り
の
拡
幅
事
業
は
強
行
す

べ
き
で
な
い
が
、
ど
う
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
国
・
都
の

支
出
金
等
の
活
用
を
図
り
、
一
般

財
源
の
支
出
を
抑
え
た
い
。

　

都
市
整
備
部
長　

形
２
０
１
６

年
度
完
成
予
定
だ
が
、
地
元
住
民

と
は
誠
心
誠
意
話
し
合
い
た
い
。

　

許
防
災
計
画
に
つ
い
て
、
契
災

可
燃
ご
み
処
理
に
つ
い

可
燃
ご
み
処
理
に
つ
い
てて

公
募
債
に
よ
る
緑
の
保

公
募
債
に
よ
る
緑
の
保
護護

防
災
計
画
に
つ
い
て
問

防
災
計
画
に
つ
い
て
問
うう


